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平成24年7月から活動を開始した木古内町の『は
やぶさ03』が、平成27年度末の新幹線木古内駅開
業に向けての様々な取り組み状況などを、町内外
の皆様にお知らせします。
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↑ 北海道新幹線開業まで１年を切り、意気込むキーコガールズ
のメンバーたち。

エ ク ス プ レ スき こ な い

木古内町を女性のパワーでPR

「キーコガールズ」活動本格化！

平成２７年４月１日、北海道新幹線開業まで１年
を切りました。新幹線開業を機に木古内町のPR活動
を活発化させようと結成された「キーコガールズ」
もメンバーを増員し、活動を本格化させていきます。
町内外で行われるイベントなどで、キーコの代弁を
したり、女性の目線で木古内町の魅力を発信し、PR
していきます。

－冬のモニターツアーバス結果報告－

広域の力で冬の観光客誘致を！利用者にも好評の実証実験！

新幹線木古内駅活用推進協議会は、北海道新幹線開業
に向け、地域の課題である冬の観光について、観光客の
ニーズを把握し、観光メニューの磨き上げを図るため、
２月の土日にかけて「冬の江差号・松前号」モニターツ
アーバスを運行しました。

今年は、昨年の「江差・松前を巡るルートでは移動時
間が長い」との意見を踏まえ、函館・木古内から当地域
のメイン観光地である江差を中心に巡る「冬の江差号」
と松前を中心に巡る「冬の松前号」の２コースを設定。

「冬の江差号」では、冬の江差のメインイベントであ
る「北前のひな語り」を地元ガイドが案内し、ひな人形
で彩られた「いにしえ街道」を散策したあと、全国江差
追分大会優勝者による実演とプチレッスンを体験。

また、「冬の松前号」では、冬の松前ならではの「岩
のり作り体験」を実施。観光客は岩のりを細かくきざみ、
のりが均等になるように型枠に入れる作業を体験しまし
た。

参加者からは、「普段、通過する町を改めて知ること
ができた」、「見学場所の一つ一つが心のこもった“おも
てなし”で大変楽しめた」、「ガイドの説明が大変良かっ
た」など好評の声をいただきました。

今回のモニターツアーを踏まえ、今年度は、体験メニ
ューの磨き上げのほか、道外への情報発信を基本としつ
つ、道内観光客の誘客にも力を注ぎ、更なる交流人口の
拡大を図っていきます。

１年間の無病
息災を願い、
みそぎ浜で水
ごり体験 →

←地元商店
街の方との
ふれあいが
人気の江差
の「まち歩
き」

←「岩のり作
りは、ここが
決めて」と、
お手本を見せ
る漁師のお母
さん



道南西部9町の情報発信拠点「みそぎの郷きこない」の経営を担う
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イベント盛りだくさん！

エ ク ス プ レ スき こ な い

↑ 地元木古内への思いと将来の構想を
語る北島さん。平成24年5月から木古
内商工会長に就任。

－ 新幹線開業まであと1年－

◆なぜ同法人を立ち上ようと考えたのでしょうか？
過疎化が深刻な木古内で、若い人達の定住につながる雇用の場を作り

たいという思いからです。さらに、センター内で働く職員だけでなく、
別の場所でも新たな雇用の機会を作るため数年前から動き始めています。

センターの運営に備えては、7年程前から構想作りを始めました。そ
して有志で地道に勉強会を続けて、理念を共有できる仲間作りを進め、
平成26年3月に法人化しました。

－ 特集 新幹線でがんばる人たち －

一般社団法人 木古内公益振興社 代表理事 北島孝雄さん

↑ センター運営の詳細について、頻繁に打ち合わせを重ねる北島さん(右)と同法人事務局長の工藤さん(左)

平成27年3月の木古内町議会定例会で、木古内町観光交流センター“み
そぎの郷 きこない”(以下、センター)の指定管理者が「一般社団法人 木
古内公益振興社」に決定しました。同法人代表理事の北島孝雄さんに、
センターの経営や構想について伺いました。

3月22日、北海道新幹線開業1年前
イベントin函館・五稜郭が五稜郭タワ
ーで行なわれ、キーコが新幹線木古内
駅をPRしました。約200人が集まった
トークショーにはプロ野球日本ハムの
スポーツ・コミュ二ティ・オフィサー
稲葉篤紀さんが登場し、新幹線開業へ
の期待などを語りました。

↑ ステージでPRするキーコ（H27.3.22)

私たち≪はやぶさ０３≫の活
動をfacebookページで発信
しています。facebook未登
録の方でも閲覧できます。

道南西部９町の広域観光情
報を「旬感・千年北海道」
のホームページとfacebook
ページで発信しています。

1000nen-hokkaido.com

www.facebook.com/1000nen.hokkaido

私達が編集をお手伝いしています

木古内町 まちづくり新幹線課新幹線振興室

新幹線地域活性特命チーム
《 はやぶさ０３ 》

ホームページとフェイスブック
で情報発信中

津山 睦浅見 尚資

www.facebook.com/kikonai.hayabusa03

◆センター経営の方針は？
道南西部9町の魅力や情報をいち早く

発信する拠点にします。そして木古内ら
しい「おもてなし」の見本となる場とし
て、センターから仕掛けて行きます。

◆北海道新幹線の開業については？
センターが持続的に発展するためには、新幹線をあくまでもプラスアルフ

ァと捉え、新幹線に依存し過ぎないバランスの取れた戦略にする必要があり
ます。ですが、開業当初は木古内町が全国から注目されるまたとないチャン
スですので、開業効果を享受できるよう万全の態勢で準備を進めていきます。

－ １年後の開業を見据え－

3月13日から15日にかけて、北海道
新幹線木古内駅開業記念事業実行委員
会が北陸新幹線の開業を視察しました。

一行は、新潟県の上越妙高駅や糸魚
川駅、富山県の富山駅を訪問。

約１年後に迫った北海道新幹線木古
内駅の開業に向けて、開業を祝う各地
域の盛り上がりの様子を視察しました。

↑ 開業一番列車を出迎える様子（H27.3.14)

北陸新幹線開業を視察


